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行財政改革実施計画・行動計画票

30 ［平成１８年５月９日提出］

基本方針 　歳入確保のための主要な取り組み 担当課名 税務課

重点項目 　町税等の確保

取組項目 　課税客体の適正な把握

経過・現状

　町民税・固定資産税・軽自動車税、特に１７年度課税については固定資産税（償却資産）
の把握に重点を置いた。また、使用されていない軽自動車の課税保留を実施する。

（H17.4.1現在）

行
　
　
動
　
　
概
　
　
要

①目標 　課税客体の適正な把握 （目標年次） 平成１８年度

②期待され
る効果

　適正な課税客体を把握することで、税の公平性が図られる。

③必要性・
問題点

・町税の適正、公平な賦課による自主財源の確保
・未申告者への対応

④対象 　納税義務者

年度 実施内容・予定時期

１７年度
（実績）

未申告者への催告書等の発送、償却資産の未申告者
の把握、軽自動車等課税保留等の事務要領に告示

効
果

１８年度

償却資産未申告者の税務署資料による課税を実施 ２，０００千円

効
果

１９年度

効
果

２０年度

効
果

２１年度

効
果

関係例規等 名称
新上五島町軽自動車税の課税保留等事務
処理要綱の制定（平成18年1月13日告示）

改正時期


